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2011（平成 23）年 3 月 11 日の「東日本大震災」により、私たちはあたりま
えの日常生活がいかに大切であるかを痛切に思い至ることになった。人は人な
しでは生きてはいけない。今こそ人の「絆」がクローズアップされ、「絆」を
いかに築いていくのかが問われている。

しかし、現在の社会はグローバリゼーションの流れの中で、経済は低迷、働
き方も「年功序列」や「終身雇用」といった日本型経営は薄れ、「パート」「ア
ルバイト」「派遣」といった非正規雇用が中心となり、労働力の流動化は一段
と進んだ。その結果、若年層では所得を得ても、貧困層が増え、結婚や出産を
諦めざるをえない方も珍しくない状況である。加えて、高齢者層にも格差が生
じ、家族から分離した方、貧困化した方、否応なく「孤立死」する方も増え、
現在の社会問題となっている。

このような状況の中、「家族とは何か」「家族の役割とは」「家族をめぐる問
題」等を学習する「家庭支援論」をここに上梓することになった。本書は保育
士を対象にした。近年、保育士養成カリキュラムが変更され、本書も「家族援
助論」から「家庭支援論」へと科目名も変わり、内容も修正されたのである。
修正内容は厚生労働省が示したカリキュラムに沿って、本書を作成した次第で
ある。

本書は情熱と使命感ある執筆者たちに健筆をいただいた。内容によっては、
重複した内容もあることをお許しいただきたい。執筆者の思いを大切にした結
果であり、学習するうえでは問題ないと考えている。

最後に大学教育出版の佐藤社長、安田さんにいろいろとお手数をかけた。こ
の場を借りて、感謝申し上げたい。

平成 24 年 4 月吉日
松井　圭三
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